
平
成
二
十
二
年
四
月
二
日
提
出

質

問

第

三

四

六

号

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
状

況
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

加

藤

勝

信

346



労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
状

況
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日
、
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
国
会
に
提
出
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働
者
派
遣
制
度
に
関
し

て
は
、
現
行
法
の
運
用
に
当
た
っ
て
も
様
々
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
二
年
二
月
八
日
、
厚
生
労
働
省
は
、
「
期
間
制
限
を
免
れ
る
た
め
に
専
門
二
十
六
業
務
と
称
し
た
違
法
派
遣
へ

の
厳
正
な
対
応
（
専
門
二
十
六
業
務
派
遣
適
正
化
プ
ラ
ン
）
」
を
公
表
し
、
「
一
般
事
務
と
混
同
さ
れ
や
す
い
事
務
用
機
器

操
作
と
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
の
留
意
事
項
」
を
記
載
し
た
職
業
安
定
局
長
通
達
を
派
遣
元
事
業
主
、
派
遣
先
及
び
都
道

府
県
労
働
局
長
宛
て
に
通
知
し
た
。

当
該
通
達
で
は
、
事
務
用
機
器
操
作
（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。
）
施
行
令
第
四
条
第
五
号
）
の
具
体
例
と
し
て
、
「
文
書
作
成
ソ

フ
ト
を
用
い
、
文
字
の
入
力
の
み
な
ら
ず
、
編
集
、
加
工
等
を
行
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
を
考
え
な
が
ら
文
書
を
作
成
す
る
業

務
」
等
を
挙
げ
、
「
単
純
に
数
値
を
キ
ー
入
力
す
る
だ
け
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
「
事
務
用
機
器
操
作
」
に
は
該

一



当
し
な
い
」
と
記
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
者
派
遣
法
施
行
令
第
四
条
第
五
号
に
は
、
操
作
方
法
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
操
作
方
法
で
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
操
作
方
法
を
限
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
施
行
令
を
改

正
す
べ
き
で
あ
り
、
当
該
通
達
に
よ
っ
て
こ
れ
を
限
定
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
趣

旨
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。
逸
脱
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
の
通
達
で
は
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
（
労
働
者
派
遣
法
施
行
令
第
四
条
第
八
号
）
に
つ
い
て
、
「
高
度
の
専
門
的
な
知
識
、

技
術
又
は
経
験
を
利
用
し
て
、
分
類
基
準
を
作
成
し
た
上
で
当
該
分
類
基
準
に
沿
っ
て
整
理
保
管
を
行
う
も
の
等
に
限
ら
れ

る
」
と
記
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
者
派
遣
法
施
行
令
第
四
条
第
八
号
で
は
、
「
分
類
の
作
成
又
は
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の

業
務
」
と
規
定
し
て
い
る
。
一
の
通
達
の
よ
う
に
「
分
類
基
準
を
作
成
し
た
上
で
当
該
分
類
基
準
に
沿
っ
て
整
理
保
管
を
行

う
も
の
」
と
い
う
取
扱
い
に
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
趣
旨
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は

な
い
の
か
。
逸
脱
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

厚
生
労
働
省
「
労
働
者
派
遣
事
業
関
係
業
務
取
扱
要
領
」
（
以
下
「
業
務
取
扱
要
領
」
と
い
う
。
）
で
は
、
労
働
者
派
遣

法
第
七
条
第
一
項
第
四
号
の
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
基
準
の
一
つ
と
し
て
、
「
法
第
二
十
五
条
の
規
定
の
趣
旨
に
か

ん
が
み
、
人
事
労
務
管
理
業
務
の
う
ち
、
派
遣
先
に
お
け
る
団
体
交
渉
又
は
労
働
基
準
法
に
規
定
す
る
協
定
の
締
結
等
の
た

二



め
の
労
使
協
議
の
際
に
使
用
者
側
の
直
接
当
事
者
と
し
て
行
う
業
務
に
つ
い
て
労
働
者
派
遣
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
業
務
を
労
働
者
派
遣
事
業
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
と
労
働
者
派
遣

法
第
二
十
五
条
の
趣
旨
と
の
関
係
が
不
明
確
で
あ
る
。
実
質
的
に
労
働
者
派
遣
事
業
の
対
象
業
務
を
制
限
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
労
働
者
派
遣
法
施
行
令
に
規
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
規
定
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

四

業
務
取
扱
要
領
に
よ
り
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
基
準
の
一
つ
と
し
て
、
派
遣
元
責
任
者
に
派
遣
元
責
任
者
講
習
の

受
講
を
義
務
付
け
て
い
る
が
、
特
定
労
働
者
派
遣
事
業
と
と
も
に
当
該
講
習
の
義
務
化
を
法
律
に
規
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
規
定
す
る
必
要
が
な
け
れ
ば
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

業
務
取
扱
要
領
で
は
、
派
遣
受
入
期
間
の
制
限
の
な
い
業
務
に
係
る
雇
用
契
約
の
申
込
み
義
務
（
労
働
者
派
遣
法
第
四
十

条
の
五
）
の
「
三
年
を
超
え
る
期
間
継
続
し
て
」
の
解
釈
と
し
て
、
「
当
該
三
年
を
超
え
る
期
間
中
に
、
労
働
者
派
遣
の
受

入
れ
を
停
止
し
て
い
た
期
間
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
停
止
期
間
が
三
か
月
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
「
三
年
を

超
え
る
期
間
継
続
し
て
」
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
る
場
合
と
し
て
取
り
扱
う
」
と
明
記
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
根
拠
は
労
働
者
派
遣
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
是
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
是
正
し
な
い
の
で
あ
れ
ば

三



そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


